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められると毎年、自動更新できる義務的予算で構成さ
れる。政府 R&D予算は裁量的予算に含まれ、図表 1
に示す予算編成プロセスを経て決定される。
はじめに3.1 
時期 内容
2月上旬 大統領が予算教書を議会へ
提出
議会審議
議会が歳出予算法案を大統
2月中旬 領へ提出
..9月末 大統領が署名*
予算成立
10月 1日 新年度スタート
図表 1 米国における裁量的予算の
編成プロセス
2002年 1月 10日、ブッシュ米大統領は 2002年度
歳出予算法案すべての署名を終え、 2002年度の政
府予算が成立した。 2001年 10月 1日の 2002年度開
始から 3ヶ月遅れてようやく予算が決まったことになる。
また、 2002年 2月 4日、同大統領は 2003年度の予
算教書(大統領が議会に対して示す予算編成方針)
を発表した。
本稿で、lはま 2担00り2 月芽F度.(位200仰弘L~穿子三三-一F盟万一:三..._， 2却9卯R但2空旦且j
ヨ芳?算算-お主1琵Y: 2却00但2隼度J~QQ~.月f:却)1でて2003一空旦且i
v.Ì.算教書1.;おけ五号島P.r算0)特徴主分.t)jJ~，.*政
貯主主る界鼻旦政策ーの動ー向主展望才五。
*大統領が歳出予算法案への署名を拒否した場
合、議会で 2/3以上の議員が賛成すれば同法
案は成立する。
3.2 米国の予算編成システム
米国の政府予算は、①毎年、歳出予算法による立
法を必要とする裁量的予算と、②一度、授権法で定
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図表 2 政府 R&D予算の推移
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出典 OMB(Officeof Management and Budget)発表資料
* 2003年度は予算教書における R&D予算
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3.3 政府 R&D予算の推移
図表2に過去20年間における政府R&D予算の推
移を示す。
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3.4 2002年度政府 R&D予算
3.4.1 2002年度政府 R&D予算の概要
2002年度政府R&D予算の機関別内訳を図表3に、
問機関別予算の対前年増加率を図表4に示す。
3.4.2機関別 2002年度 R&D予算の特徴
(1) DOD 
DOD (Department of Defense)の2002年度R&D予
算は、対前~~JlU_~増となった。これは過去20年間で
最大の増加率である。この背景には、ブ、ツシュ政権の
最重点項目の一つであるミサイル防衛システム開発
に関するR&D予算が大幅に増えたことと、同時多発テ
ロの影響で、テロ対策R&D予算が大幅に増えたことが
ある。
図表 32002年度機関別 R&D予算
USD 
出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供デー タをもとに作成
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(2) NIH 
NIH (National Institutes of Health)の2002年度
R&D予算は、対前空14.2担増となった。これは、 NIHの
予算倍増キャンベーン(1999年度に始まった5ヵ年キ
ャンベーン)の一環として予算が増えたことと、同時多
発テロの影響でソ〈イオテロ対策R&D予算が大幅に増
えたためである。
(3) NASA 
NASA (National Aeronautics and Space Administration)の
2002年度R&D予算は、対前年3.5%増となった。これに
は、同時多発テロの影響で、NASA施設のセキュリティ
向上に必要なR&D予算が新規計上されたためである。
ISS (International Space Station)の2002年度R&D予
算は対前年減となった。その一方では、生物や物理
の研究費が増加している。
(4) DOE 
DO E (Department of Energy)の2002年度R&D予
算は社前売H_.J_~増ーとなった。これは、同時多発テロの
発生を受け、核設備を狙ったテロに対する兵器開発
が強化されたためである。この結果、 DOEでは国防関
連R&Dが大幅に伸びた一方、エネルギー関連R&D予
算、サイエンス関連予算はほぼ前年度並となった。
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図表 42002年度機関別 R&D予算の
対前年増加率
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図表 5機関別テロ対策 R&D予算
USDA 
出典:AAAS Special Report on Counter -Terrorism R&D 
をもとに作成
* NASAの2001年度テロ対策 R&D予算はゼロ。NSF
のテロ対策 R&D予算は、2001年度、2002年度ともに
ゼロ。
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(5) NSF 
NSF (National Science Foundation)の2002年度
R&D予算は、対前年6.2%増となった。これは、省庁横
断型のナノスケール科学・工学・技術イニシアティブ、
(ト~anoscale Science， Engineering， and Technology 
Initiative)および国際環境変化研究プログラム(U.S.
Global Change Research Program)におけるNSFの
R&D予算がそれぞれ大幅に増えたためである。
(6) USDA 
USDA (United States Department of Agriculture) 
の2002年度R&D予算は、対前年7.1月墳となった。これ
は、同時多発テロの影響で、食物の安全性に関する研
究や、食物供給システムを狙ったテロに対する研究
が強化されたためである。また、 USDAが研究者に交
付する競争的資金が、議会の強し、要請で大幅に増
えたこともUSDAのR&D予算増に影響している。
2002年度大統領予算教書との比較
同時多発テロ発生前に大統領が予算教書で提案
した政府R&D予算の対前年増加率を図表6に示す。
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図表 6
3.4.4 
テロ対策 R&D予算
本節では、 2002年度政府 R&D予算に大きな影響
を及ぼしたテロ対策 R&D予算について詳しく分析す
る。 2001芽度入J!jt;R守fJ)T_空対策E鼻旦予算は.忠男J意E
!!-:'_~~~:?ーたがλ2002 年度りー太統領_T算教書~~はλ周
王算ーが_~_._9_ij意f!!-:'.長域全L立q ところが、同時多発テロ
の発生後、大統領およひ。議会は緊急にテロ対策予算
400億ド、ルの支出を決定したため、この一部が 2002
年度のテロ対策 R&D予算に計上され、最終的に
?_9_Qfl_~厚~Z_~対策ー耳鼻旦壬一算ーはー 15億f!!.j;急場L
た。
2001年度と2002年度のテロ対策R&D予算を機関
別に示すと図表 5となる。どの機関においても、 2002
年度のテロ対策 R&D予算は2001年度に比べて大き
く増加している。
2002年度予算に追加されたテロ対策R&D予算は、
一年限りのものもあれば、今後も継続して支出される
ものもある。 2002年度予算が成立した段階では、各テ
ロ対策予算が継続されるか否かについては不明であ
ったが、後述する 2003年度の大統領予算教書から、
同テロ対策予算の今後の方向性が類推できる。
3.4.3 
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出典:AAAS Analysis of R&D in the FY 2002 Budget 
をもとに作成
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図表 72003年度予算教書における
機関別 R&D予算
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DODとNIHの増加は、ブッシュ大統領が大統領選
挙の際に両機関を積極的に支援することを公約した
ためである。
一方、 DODやNIH以外の機関のR&D予算減少は、
10年間に渡る大型減税を計画していた大統領にとっ
て、これらの機関の R&D予算を増やす余裕がなかっ
たためである。こうした7_'::;_二ミィョZc，統領りー姿ー勢l主λJ?_Qg_，・-
N~f，，__l)~Rt.__<!?ーB~R_T算玄積極一的ι壇芳ーし主主主Z~
;ζ上~Zç_統領lV姿勢主君堕ー的支Jあ~~l;_。
3.4.5同時多発テ口が2002年度政府R&D予算に与
えた影響
出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供デー タをもとに作成
図表 82003年度予算教書における機関別
R&D予算の対前年増加率
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同時多発テロは米政府の R&D予算にどのような影
響を与えたのであろうか。テロ対策予算の急増により、
R&D予算が増えたことはもちろんのこと、テロ対策以
外の R&D予算も増えている。後者の例としては、テロ
対策 R&D予算を持たない NSFのR&D予算が最終
的に増えていることが挙げられる。
19何年かーら生丹子関黒空が続 \t'"立法政庇り~~主政i主，
2002 '手度iζ赤字:~~勇三落:土色。 2002 年度の予算教書
では、 2002年度以降 10年間で 5兆6千億ド、ルの累
積財政黒字が見込まれていただけに、大きな変化で
ある。しかし、;t_統領L議会ーとも， 2002年度ーは民時多発
支旦り影響主支はた斐賞事態iζあ~と認:識仏.東主M
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2003年度政府 R&D予算の大統領案
3.5.1 2003年度予算教書における機関別 R&D予算
の特徴
(1) DOD 
2003年度予算教書におけるDODのR&D予算は、
対前芽一一1乱開増ー となったoこれは、兵器システムの開
発予算が大幅に増加したためである。一方、研究全
般と兵器以外の技術開発の予算は対前年減となった。
-20 
出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供デー タをもとに作成
3.5 
2003年度予算教書における機関別R&D予算を図
表 7に、問機関別予算の対前年増加率を図表 8に
示す。 2003年度予算教書では、 R&D予算が対前年
成立予算ー月.7持増り一一 1118一一億_ë:!!-:'主主?一:IY_~_~9__ζjり背
景tÇ_(~_，__?~Q?_ 年度予算巳続主一辺03 年度;払産主開
政を窓認ん、R生D ーをー積極的J三玄援~9Zç_経領lV意血
がある。
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(2) NIH 
2003年度予算教書における NIHのR&D予算は、
社前年 17.5%増である。この背景には、 2003年度は
1999年度から始まる NIHの予算倍増 5ヵ年キャンベ
ーンの最終年であり、同公約を果たすために NIH全
体の予算が大幅に増えたことがある。特に NIHの中
で予算が大幅に増えたのは、 NIAID (National 
Institute of Allergy and Infectious Diseases)とNCI
(National Cancer Institute)である。
NIAIDはNIHで、バイオテロ対策を主導しているため、
NIAIDのバイオテロ対策 R&D予算は対前年 57.3%増
となった。また、 NIAIDはブ、ツ、ンュ政権が重視する
AIDS研究でも NIHを主導する機関であり、 NIAIDの
AIDS研究も対前年 10%増となった。
同様にブッシュ政権が重視するガン研究において
も、 NIHを代表する NCIのガン研究予算は対前年
12.2 %増の 47億ド、ルに増えた。
(3) NASA 
2003年度予算教書におけるNASAのR&D予算は
社前焦 4.3月増となった。この背景は、 SAT(Science，
Aeronautics and Technology)プログ、ラムの R&D予算
や、宇宙科学研究へのファンデ、イング資金が大幅に
増えたこと等がある。特に、ファンディング先として
BPR (Biological and Physical Research)が増えている。
一方、 ISS(International Space Station)計画を含む友
人宇宙飛行プログラムの予算は対前年減となった。
(4) DOE 
2003年度予算教書における DOEのR&D予算は
対蔚年乱開減となった。これには、 2002年度に同時
多発テロの影響で、増えた国防関連 R&D予算が、
2003年度予算教書では減少したことが影響している。
特に 2002年度にテロ対策予算として追加された兵器
開発予算が、 2003年度に計上されなかった影響が大
きい。ただし、 DOEの国防関連 R&Dでも、高度科学
コンピュー ティング、プログ、ラムや、核兵器関連の R&D
(stockpile R&D)の予算は増えた。
サイエンス関連 R&D予算では、物理研究、エネル
ギー基礎研究およびコンビューティング等の研究予
算が増えた。しかし、核破砕中性子源設備の開発プ
ロジェクトの予算が減ったため、全体的に見てサイエ
ンス関連予算は前年度並である。
エネルギ一関連R&D予算はわずかに減少した。同
R&D予算では、重点が天然ガスや石油からクリーンコ
ールへと移りつつある。また、ガソリンの燃費が高い自
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動車を開発する PNGV(Partnership for a New 
Generation of Vehicles)から、政府と米国の自動車産
業が共同で燃料電池を使った自動車を開発する
FreedomCARプロジェクトへとDOEの重点が移りつつ
あるのも特徴的である。
(5) NSF 
2003年度予算教書におけるNIHのR&D予算は対
前年 3.5月増となった。これには、 NSFが地球科学研
究プログラムを DOC(Department of Commerce)から、
水文科学研究を DOI(Department of the Interior)か
ら、環境科学技術 R&Dを EPA(Environmental 
Protection Agency.)からそれぞれ獲得したことが大き
く影響している。
また、数学研究予算や IT研究予算が大幅に増加
したこと等も、 NSFのR&D予算増加に貢献している。
(6) USDA 
2003年度予算教書におけるUSDAのR&D予算は
対節芽.9.3旦悼となった。これは、 2002年度に同時多
発テロの影響で、追加された食物の安全性に関する研
究や、食物供給システムを狙ったテロに対する研究
の予算が 2003年度予算教書では計上されなかった
ためである。
3.5.2 2003年度政府Rω予算に関する議会審議展望
同時多発テロの影響でテロ対策や国土防衛の重
要性が高まっている現在、勾03与度う予算教書:空対ー 前
警墳とな:0ーたBQER2R生R.T.算がλ議会豆、2罪認さ一h:る
可能f生が高It¥。また、 2002年 11月に連邦議会選挙
が予定されており、議会民国民り玄賓室種空:士u
NIH 免T算壇担を承認土る耳能怯む高.~.\ DODと
NIHは、政府 R&D予算の約 3/4を占めるため、2003
芽庭l立政貯界&D-=予算全体ー も対前年増ー とな.9昆通!どで
ある。
民主党議員の多くは、予算教書の R&D予算をさら
に増やし、テロ対策や景気刺激策に必要なR&Dを十
分に行うべきであると考えている。 一方、財政の健全
化を重視する共和党保守系議員からは、大型減税や
経済の停滞を鑑み、 R&D予算を含む裁量的予算全
体を圧縮させるべきであるとの意見が出ている。
連邦議会選挙を控えた議会では予算増加の傾向
iÒ>強いた寺う'.，.~9.Q.~一年度政府一号車P.T.算はち.王算教書
を超える可能性が高い。
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出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供データをもとに作成
NNIの R&D予算は順調に増加している。 NITR&D
や USGCRPの R&D予算は、概ね増加傾向にある。
USGCRPの2002年度R&D予算が2001年度に比べ
て減少しているのは、同プログラムの大部分を担当す
るNASAのR&D予算が減少したためである。
USGCRP予算
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省庁横断プログラム
図表 9""'11に、省庁横断型イニシアティブ、 NNI
(Nanoscale Science， Engineering， and Technology 
Initiative )、 NITR&D(Networking and Information 
Technology R&D Initiative)、USGCRP(U.S. Global 
Change Research Program)のR&D予算の推移を示す。
図表 9NNI予算の推移
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出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供データをもとに作成
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政庇 R~主.Q.T算J主増加{理血};あ'.~9ーと三.t;.開;壬算段
3/4を占める DODとNIHのR&D予算の伸びが顕著
である。大統領、議会とも財政赤字を容認の上で
堅企旦主積樫ー的IJ;支援:古る見通しであり、当分、T!?対
策昇鼻.0.空景気刺激第とな-る.R~PJ.;.重点主貴重ながーら
政恒一号&旦予算ーは全体的t;増加を続立~)であろう。
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